
施設担当課：生涯学習課

自己評価　令和４年５月１３日現在

所管評価　令和４年７月２５日現在

評　価　基　準
自己
評価

東郷町施設サービス株式会社自己評価の視点
所管
評価 生涯学習課評価の視点

ア　事業計画書等に即し、人員を過不足
なく配置している。

Ａ

有資格者を配置することで、業務の内製化
により維持管理の削減を可能としている。ま
た、多能工の考えのもと、１部署にこだわら
ず部署を兼務するスタッフを配置すること
で、過不足なく、必要な部署に必要な時間
帯での配置を行っている。

Ｂ
近接の体育館、いこまい館等の管理者とし
ての利点を生かし、過不足なく人員を配置
できている。

イ 必要な資格、経験等を有する人員が
確保されている。

Ａ
施設管理及び各部署での業務をより精度の
高いものとするため、有資格者を社員・ス
タッフとして配置している。

Ａ
施設管理・運営に必要な有資格者,人員が
確保されており、円滑に事業運営されてい
る。

ウ　計画的に研修等を実施している。 Ｂ

コロナ禍により毎年実施していた「普通救命
講習Ⅰ(３時間講習)」を実施を見合わせた。
研修については、ネットの活用など可能な範
囲で実施し、職員のサービスレベルの向
上、スキルアップを図っている。

Ｂ
コロナ禍前は「普通救命講習Ⅰ」を毎年実施
していた。毎年度改善活動発表会を開催し
ている。

ア　外部委託の内容は適切である。 Ａ
仕様書に基づき、実績ある優良な業者を選
定し適切に実施している。

Ｂ
適切に業者を選定し、教育委員会の許可を
得て実施している。

イ　外部委託事業者に対して協定書等を
遵守させている。

Ａ

仕様書に基づき、外部委託事業者に対し、
作業前の工程確認、安全確認を実施、作業
後には現場確認を行い、報告を受けてい
る。また、作業報告書の提出もさせている。

Ｂ
外部委託であることを認識し、現場確認や書
類管理も適切に行っている。

⑶法令等遵
守

法令等に基づき必要な点検、報告等を
行っている

Ａ

法定で定められた点検内容を実施するた
め、コンプライアンス遵守に努め、安全を第
一に行っている。所定の業務終了後に報告
書を提出している。

Ｂ 適正に実施されている。

ア　個人情報保護に関する規程が整備さ
れている。

Ａ
東郷町施設サービス株式会社個人情報保
護方針を定めている。

Ｂ
個人情報保護方針、個人情報保護規定が
整備され、見直しをおこなっている。

イ　個人情報の漏洩、滅失等の事故防止
対策を講じている。

Ａ

上記 情報保護方針に基づいた対策を講じ
るほか、予約システム等個人情報を取り扱う
システムの担当者を配置し、事故防止に努
めている。

Ｂ
情報へのアクセス権限の制限等により、個人
情報の管理対策を講じている。個人情報に
関する苦情はないとのこと。

ア　情報公開に関する規程が整備されて
いる。

Ａ
当社情報公開規程が整備されており、規程
に沿って運営されている。

Ｂ 情報公開規定が整備されている。

イ　協定書等に従い、情報を適切に管
理、公表している。

Ａ
当社情報公開規程に基づき、情報を適切に
管理、公表している。

Ｂ
情報公開規定に基づき適切に管理されてい
る。情報公開の請求はない。

ア　業務日誌等を適切に整備、保管して
いる。

Ａ 適切に実施している。 Ｂ
業務日誌は適時に記載され、適切に整備・
保管されている。

イ　点検、修繕等の履歴が適切に記録、
保管されている。

Ａ

定期的な点検については、適宜実施し、そ
の報告書を適切に保管している。また修繕
等が必要になった場合は所管課へ報告、決
裁を取ったうえで実施している。決裁及び報
告書は、提出原本及びデータ保存をしてい
る。

Ｂ
定期点検報告書は業務や時期で分類され、
管理されている。

ア　事故、災害等の緊急時の連絡体制が
確保されている。

Ａ
災害時マニュアルを整備し、連絡体制を整
え、緊急時にも素早い対応ができる体制を
取っている。

Ｂ

危機管理マニュアル等が整備され、災害緊
急時の連絡体制が確立されている。町内在
住の職員の割合が6割を超えており緊急時
に迅速な対応が可能な体制が確保されてい
る。

イ　緊急時のマニュアルが整備され、定
期的に訓練等を行っている。

Ａ

避難訓練及び通報訓練等を実施し、各現場
職員が緊急放送の方法や誘導方法などを
確認し、注意事項の洗い出しを実施、改善
を行っている。

Ｂ
マニュアルを整備し消防計画を策定し、火
災、その他の災害対策となる訓練を他施設
と合同で定期的に実施している。

ウ　緊急時又は危険予測時、直ちに措置
を講じ、町に報告を行っている。

Ａ

担当部課長及び総務課が情報を集約し、緊
急時や危険予測時には、適切に措置を講
じ、町に報告を行う体制であり、かつ適切に
報告を行っている。

Ｂ
緊急時には、遅滞なく所管課に報告されて
いる。

⑻財務状況
団体の財務状況は、業務の継続が可能な
状態である。

Ｂ
会社の財務状況に問題はなく、業務継続に
向けた懸念材料はなく、業務の継続は可能
と考える。

Ｂ 会社の財務状況に問題ないと思われる。

《総括》 実施体制に関する評価 Ａ Ｂ

評価対象期間 平成３０年４月１日　～　令和４年３月３１日　〔　４年　〕

評価項目

１
　
実
　
施
　
体
　
制

⑴人員体制

⑵外部委託

⑷個人情報
保護

⑸情報公開

⑹管理記録

⑺緊急対策

指定対象期間 平成３０年４月１日　～　令和５年３月３１日　〔　５年　〕

指定管理業務総括評価票(平成30年度～令和3年度）

施　 設　 名 東郷町民会館(中央公民館・図書館）

指定管理者名 東郷町施設サービス株式会社



評　価　基　準
自己
評価

東郷町施設サービス株式会社自己評価の視点
所管
評価 生涯学習課評価の視点評価項目

ア　協定書等に従い、開館日、開館時間
等を遵守している。

Ａ
条例及び協定書に基づき、実施している。
一般利用者に対しては、臨機応変に、可能
な限りの要望に応じている。

Ｂ
開館時間等も遵守され、特別なケース（休館
日や時間外の開館）にも柔軟に対応されて
いる。

イ　事故防止及び安全確保のために必要
な対策を講じている。

Ａ

開館準備時及び開館中の１１時、１４時、１６
時、１９時の４回、施設巡回を行い確認をし
ている。閉館時には、特に施錠もれや危険
物等が無いよう注意を払っている。また清掃
スタッフや設備スタッフと連携し、協力して事
故防止と安全確保に取り組んでいる。

Ｂ

開館前、閉館時及び開館時間中に定期に
巡回を行い、安全確認、機器設備の異常の
発見、不審物の発見等事故防止や安全確
保を行っている。

ア　利用許可、案内等を迅速かつ適切に
行っている。

Ａ
改善活動等を実施しながら、日頃から向上
の努力をしている。

Ｂ 適切に行われている。

イ　利用者に対して設備、備品等を適切
に提供している。

Ａ

常に備品の破損等を確認し、最適な状態で
利用してもらえるよう管理している。不具合が
あった場合は役場担当課と調整し速やかに
対応している。

Ｂ
適切に行われている。終了時、返却時に備
品の状況を確認している。

ウ　言葉遣い、態度、服装等の接遇につ
いて適切である。

Ａ

職員間で互いの服装の確認のほか、窓口で
発生したトラブル等については報告書にまと
めるなど、他部署との情報共有を行い、より
よい接遇に努めている。

Ｂ
毎朝、挨拶唱和を行い、常にしっかりとした
接遇が行えるよう訓練されている。

ア　事業計画書に即し、受託事業を実施
している。

Ａ
事業計画以上の成果を上げるよう日々改善
を行っている。

Ｂ
町や教育委員会が委託した事業は適切に
実施されている。

イ　施設の目的に沿って、自主事業を実
施している。

Ａ

生涯学習の拠点として、また子ども向けに生
涯学習の種まき、地域交流の場となるよう事
業を計画、受益者負担の考えのもと実施し
ている

Ｂ
「TISふれあい楽校」は子どもから高齢者まで
ニーズに合わせた講座を実施し、ふれあい
の場を提供している。

ウ　事業内容がサービス水準の向上に寄
与している。

Ａ

自主事業文化教室「ＴＩＳふれあい楽校」は、
「教えるよろこび、学ぶたのしみ」をサポート
する事業として、講師も一般から募集し、運
営している。この仕組みは、仕事や趣味等で
培った経験・知識を活かせる場の拡充を図
ることで、地域の皆さんと一緒に、学びの輪
を広げることを目的としており、「教えてみた
い」という気持ちと「学びたい」という気持ちが
集うふれあいの場の提供に寄与している。

Ｂ

指定管理している他施設でも利用できるポイ
ントサービスを導入し、相互利用の促進を
図っている。また、コロナ禍以前に実施して
いた「夏休みこども分校」では職員が講師を
務め、内容も充実しており、生涯学習活動に
寄与していると考える。

ア　仕様書等に従い、清掃、警備、衛生
管理を適切に行っている。

Ａ
仕様書のとおり実施している。常に改善提案
を現場から行わせ、よりよい施設維持を行っ
ている。

Ａ
コロナ対策として仕様書以上に消毒等の衛
生管理に努めている。

イ　仕様書等に従い、施設・設備の保守
管理を適切に行っている。

Ａ

設備担当者に多くの資格を持った社員を常
に配置し、仕様書のとおり実施している。ま
た、安全・安心に心がけ、利用に支障がない
よう速やかに業務を行っている。

Ａ
複数の資格を持った職員が配置されてお
り、より効果的かつ迅速、経済的な設備管理
を行っている。

ウ　備品台帳に基づき、備品を適切に管
理している。

Ｂ
備品管理について、現状の備品状況を会社
にて情報を収集・整理し管理を行っている。

Ｂ
貸出備品については、適切に管理されてい
る。

エ　協定書等に従い、適切に修繕を行
い、町に報告している。

Ａ

常に設備の破損等を確認し、利用できよう管
理している。不具合があった場合は生涯学
習課と予算等兼ね合いを調整し、また、内製
を実施していることから、よりスピードの求め
られる修繕にも対応できる。

Ａ

有資格者による業務の内製化により、低コス
トで適切な修繕を教育委員会に提案し、実
施されている。トラブル発生時の対応は迅速
である。

⑸環境配慮
省エネルギー、省資源等環境への配慮が
なされている。

Ａ
消費電力のコントロールなど、配慮すること
により経費の削減を行っている。

Ａ
館内の電球を順次ＬＥＤ化することで、省エ
ネルギーに取組むことで環境に配慮してい
る。

⑹広報活動
事業の開催案内、ホームページの管理等
を適切に行っている。

Ａ

自社広報係や事業担当者がチラシやホーム
ページを作成することし、スピーディな情報
発信をしている。また、ＳＮＳを活用し、よりタ
イムリーな情報提供を心がけている。

Ｂ
チラシやHPの作成、SNSの活用を行い、迅
速な情報提供を行っている。

ア　苦情、要望等に対して迅速かつ適切
に対応している。

Ａ
お客様の意見を吸い上げ、即対応できるも
のとできないものを整理し、できるものにつ
いては、その都度対応している。

Ｂ
適切に対応している。判断を要する事案に
ついても管理者として対応力を確立して欲し
い。

イ　苦情、要望等を整理し、遅滞なく町
に報告している。

Ａ
役場担当課と連携を取り、適切に処理を
行っている。

Ｂ 適切に対応している。

⑻利用者
アンケート

利用者アンケート調査を実施し、その結
果は妥当である。

Ａ

年1回以上のアンケートを実施し、お客様の
要望や職員・施設に対する印象を把握し、
概ね好評を頂いている。またその内容を次
年度の取組への検討材料とし、改善活動を
行なっている。

Ｂ
アンケート調査を定期的に実施し、おおむ
ね好評という結果である。

⑼利用状況
利用者数、稼働率等は、適正な水準にあ
る。

Ａ
稼働率の低かった時間帯で教室を開催する
ことで、館全体として利用者数も増え、おお
むね適正な水準である。

Ｂ
稼働率の低い時間帯で自主事業を開催す
るなど、概ね適正な水準である。

《総括》 業務の内容・水準に関する評価 Ａ Ｂ

２
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準

⑴施設管理

⑵利用者対
応

⑶事業運営

⑷維持管理

⑺苦情等対
応



評　価　基　準
自己
評価

東郷町施設サービス株式会社自己評価の視点
所管
評価 生涯学習課評価の視点評価項目

⑴経理事務
専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理
事務を行っている。

Ａ

経理部門には有資格者を配置、公認会計
士のチェックの下、適切に処理している。
また監査役にも決算時及び必要時に確認を
頂き、取締役会でも経理事務についての報
告を実施し、承認されている。

Ｂ

経理部門に有資格者を配置し適切に経理
事務を行っている。預り金は別の口座で管
理している。請求書等支出証拠書類は適切
に保存されている。

⑵予算執行
収支予算書の範囲内で適正に予算を執行
している。

Ｂ
年度ごとに事業計画書を作成し、事業部ご
との予算計画に基づき、目標達成のために
適正な執行をしている。

Ｂ
予算計画に基づいて事業を運営し適切な予
算の執行がされている。

⑶経費縮減
経費が縮減され、又はその縮減に向けた
努力がされている。

Ｂ

施設内施設のため、管理業務を兼務するス
タッフを配置で、余分な人員を配置しない努
力をしている、図書館業務のため従事者能
力の向上が経費削減に繋がることから、雇
用形態を問わず、業務改善とスキルアップを
図ることで、経費縮減に努めている。

Ａ

有資格者による業務の内製化により、低コス
トでも適切な施設の維持管理が行われてい
る。照明のＬＥＤ化、消耗品の削減、用紙の
裏面利用、不用品の廃棄等によるコストの低
減に努めている。

⑷収支状況
収支予算書と比較して、収支決算書は妥
当である。

Ｂ

年度ごとに事業部ごとの予算計画に対し、そ
の目標達成のための執行状況は適切に取り
組んでおり、収支決算は妥当なものと考え
る。

Ｂ
コロナ禍において適切に事業運営が行われ
ており、収支決算書は妥当である。

《総括》 経費の収支等に関する評価 Ｂ Ｂ

「１ 実施体制」「２ 内容・水準」「３
収支等」
《総括》による総合評価

Ａ ― Ｂ ―

③総合評価：Ａ(優 良)＝《総括》がすべてＢ以上であり、かつＡが２以上である。
            Ｂ(良 好)＝《総括》がすべてＢ以上である。（上記以外）
            Ｃ(課題多)＝《総括》がすべてＣ以上である。（上記以外）
            Ｄ(要改善)＝《総括》にＤが含まれている。

           Ｃ(課題含)＝協定書、仕様書等を遵守しているが、管理内容の一部に課題がある。
           Ｄ(要改善)＝協定書、仕様書等を遵守しておらず、改善の必要な管理内容である。

②《総括》：Ａ(優 良)＝評価基準がすべてＢ以上であり、かつＡが過半数以上である。
            Ｂ(良 好)＝評価基準がすべてCであり、かつB以上が8割以上である。（上記以外）
            Ｃ(課題多)＝評価基準がすべてＣ以上である。（上記以外）
            Ｄ(要改善)＝評価基準にＤが含まれている。

           Ｂ(良 好)＝協定書、仕様書等を遵守し、その水準に概ね沿った管理内容である。

３
　
収
　
支
　
等

 ４　総合評価

 ５　評価委員会の
総括評価

・協定書、仕様書等を遵守し、その水準に沿った管理内容である。
地域人材の有効活用や雇用が図られ地元の活性化に貢献している。
施設管理については有資格者の雇用により優れた自主管理能力、対応力を保有するとともに、維持管理費に対して常にコスト意識を発揮している。
・令和元年末までは利用者は増加傾向であったが、令和２年２月から新型コロナウイルスに対する利用制限等感染防止対策の徹底により施設運営には影響
があった。
感染防止ガイドラインを遵守しながらの指定管理業務は、概ね協定書や仕様書等に沿った水準で実施されており、特に利用者の管理や消毒は徹底され、
利用者の安心につながっている。

①評価基準:Ａ(優 良)＝協定書、仕様書等を遵守し、その水準よりも優れた管理内容である。


